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２
、５
０
５
億
円
で
、
前
年
比
１
０
３
・
０
％

と
な
り
、
４
年
連
続
で
前
年
実
績
を
上
回

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
ど
も
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
交
通
媒
体
に
つ
き
ま
し
て
も
、
２

０
０
６
年
度
は
前
年
比
１
０
２
％
を
上
回

る
売
上
を
見
込
ん
で
お
り
、
４
年
連
続
で

前
年
実
績
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で

す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
弊
社
を
力
強
く

ご
支
援
頂
い
た
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
に

よ
る
も
の
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
広
告
媒
体
の
Ｉ
Ｔ
化
に
対

応
し
た
新
た
な
交
通
媒
体
の
開
発
に
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
８
月

に
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
ポ
ス
タ
ー
『
Ｓ
ｕ
ｉ
Ｐｏ
』
を

開
発
、
商
品
化
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
１２

月
に
は
、
大
型
モ
ニ

タ
ー
を
活
用
し
ま
し

た『
映
像
広
告
メ
デ
ィ

ア
』の
実
験
を
新
宿
と

渋
谷
駅
で
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
６５
イ
ン

チ
お
よ
び
４５
イ
ン
チ

の
モ
ニ
タ
ー
を
、
合
計

で
２０
台
設
置
し
、
多
様

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信

こ
の
「
感
謝
の
夕
べ
」
は
、
Ｊ
企
と
契
約

し
て
い
る
広
告
会
社
の
皆
さ
ま
を
ご
招
待

し
て
、
１
年
間
の
営
業
活
動
に
感
謝
の
意

を
こ
め
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

会
に
先
立
ち
、
主
催
者
代
表
の
小
島
紀

久
雄
Ｊ
企
社
長
が
「
広
告
・
メ
デ
ィ
ア
の

環
境
が
複
雑
化
す
る
中
、
弊
社
の
交
通
媒

体
の
販
売
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
て
、
深
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
電
通
さ
ん
の
発
表

に
よ
り
ま
す
と
、
２
０
０
６
年
の
日
本
の

総
広
告
費
は
５
兆
９
、９
５
４
億
円
で
、
前

年
比
１
０
０
・
６
％
と
な
り
、
２
０
０
５
年

に
引
き
続
き
前
年
実
績
を
上
回
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
交
通
広
告
に
つ
き
ま
し
て
は

し
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
は『
ト
レ
イ
ン
チ
ャ

ン
ネ
ル
』と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
本

格
的
な
広
告
媒
体
と
し
て
商
品
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。『
ト
レ
イ

ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
』に
つ
き
ま
し
て
も
、
大

変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
１２

月
か
ら
は
中
央
線
で
の
展
開
も
開
始
す
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
商
品
力
の
強
化
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
池
袋
駅

『
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
』や
、
山
手
線
車

内
に
お
け
る
カ
ラ
ー
版『
電
子
ペ
ー
パ
ー
』

の
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
駅
メ
デ
ィ
ア
の
媒
体
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
目
黒
駅
、
秋

葉
原
駅
な
ど
で
老
朽
化
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
、
駅
ポ
ス

タ
ー
に
つ
い
て
も
、
山
手
線
内
を
中
心
と

し
た
約
２
、０
０
０
面
の
ポ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

来
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
Ｓ
ｕ
ｉ
Ｐｏ

の
設
置
駅
拡
大
な
ど
注
目
度
の
高
い
新
規

媒
体
の
開
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
告

主
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
い
サ
イ
ン
ボ

ー
ド
を
目
指
し
、
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
販
売
の

透
明
化
施
策
の
深
度
化
を
、
皆
さ
ま
方
と

協
力
し
な
が
ら
引
き
続
き
進
め
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。」
と
挨
拶
し
た
。

こ
の
後
、
懇
親
会
で
は
親
睦
を
深
め
る

な
か
恒
例
の
抽
選
会
に
移
り
、
今
話
題
の

モ
バ
イ
ル
ス
イ
カ
を
使
っ
て
当
選
番
号
を

引
き
当
て
て
豪
華
多
数
の
賞
品
が
用
意
さ

れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
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挨拶する小島紀久雄Ｊ企社長

賞品を獲得して喜びの表情

「
2
0
0
7
感
謝
の
夕
べ
」
Ｊ
企
が
開
催

Ｊ
企
主
催
の「
２
０
０
７
感
謝
の
夕
べ
」が
、
３
月
１４
日
貉
１７
時
３０
分
か
ら
池
袋
の
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
広
告
会
社
の
関
係
者
約
３
０
０
名
が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。



東
京
屋
外
広
告
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
都
市

景
観
と
調
和
し
た
、
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の

屋
外
広
告
物
を
表
彰
す
る
も
の
で
東
京
都

が
３６
年
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た
「
東
京
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対
象
部
門
は
４
部
門
に
分
か
れ
、
第
一

部
門：

建
築
物
の
屋
上
に
設
置
さ
れ
た
屋

外
広
告
物
、
第
二
部
門：

第
一
部
門
以
外

の
屋
外
広
告
物（
車
内
広
告
を
除
く
交
通
広

告
を
含
む
）、
第
三
部
門：

町
並
み
を
構
成

す
る
屋
外
広
告
物
、
第
四
部
門：

車
体
利

用
広
告
、
と
な
っ
て
い
る
。
受
賞
作
品
は

全
部
で
１５
作
品
、
こ
の
う
ち
交
通
広
告
媒

体
の
受
賞
は
５
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
近
年
屋
外
広
告
は
、
技
術
の
進
歩
、

都
市
景
観
に
関
す
る
都
民
の
意
識
が
高
ま

っ
て
お
り
、
都
市
景
観
と
の
調
和
が
図
ら

れ
、
観
光
、
防
災
、
交
通
施
策
な
ど
連
携

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
0
7
」作
品
募
集
は
じ
ま
る
！

今
年
で
１９
回
目
を
迎
え
る
、
譁
ジ
ェ
イ
ア

ー
ル
東
日
本
企
画
が
主
催
す
る「
交
通
広
告

グ
ラ
ン
プ
リ
」の
応
募
が
開
始
さ
れ
る
。

応
募
対
象
は
、
２
０
０
６
年
４
月
１
日
か

ら
２
０
０
７
年
３
月
３１
日
ま
で
に
、
Ｊ
企
交
通

媒
体
局
が
販
売
・管
理
を
行
っ
て
い
る
駅
及
び

車
両（「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
」「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

「
ゆ
り
か
も
め
」「
り
ん
か
い
線
」及
び「
Ｊ
Ｒ
貨

物
」）に
掲
出
さ
れ
た
交
通
広
告
作
品
と
な
っ

て
お
り
、
ポ
ス
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ

ン
性
・
企
画
性
に
富
ん
だ
交
通
広
告
作
品
を

含
め
積
極
的
な
応
募
が
期
待
さ
れ
る
。

応
募
資
格
は
、
上
記
応
募
対
象
に
出
稿

さ
れ
た
広
告
主
・
広
告
会
社・
制
作
会
社
及
び

制
作
者
。

部
門
は
昨
年
と
同
様
に「
駅
ポ
ス
タ
ー
部

門
」「
車
内
ポ
ス
タ
ー
部
門
」「
サ
イ
ン
ボ
ー
ド

部
門
」「
車
体
広
告
部
門
」「
企
画
部
門
」の
計

５
部
門
。
各
部
門
か
ら「
最
優
秀
部
門
賞（
１

点
）・
優
秀
作
品
賞（
５
点
）」、
部
門
を
問
わ
ず

全
て
の
応
募
作
品
の
中
か
ら「
グ
ラ
ン
プ
リ
」を

１
点
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
賞
」を
１
点
選
出
す
る
。

応
募
締
め
切
り
は
２
０
０
７
年
４
月
下
旬

を
予
定
。
応
募
要
項
の
詳
細
と
応
募
用
紙

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、Ｊ
企
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
及
び
東
広
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
さ
れ
る
予
定
。

お
問
い
合
せ
先

譁
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
交
通
媒
体
局

交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
事
務
局

担
当：

橘
・
塚
田

０
３
―

５
４
４
７
―

７
８
８
１

屋
外
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
引
き
継
ぎ
、
平
成

１０
年
度
に
東
京
屋
外
広
告
協
会
が
第
１
回

を
実
施
、
以
降
隔
年
毎
に
実
施
さ
れ
、
今

回
が
第
５
回
を
数
え
る
。

第5回 東京屋外広告コンクール入賞作品（交通広告関連） 
●東京都知事賞 

●東京商工会議所会頭賞 

●東京屋外広告協会会長賞 

部門 

部門 

部門 

作　　　品 

作　　　品 

作　　　品 

展　　開 

展　　開 

展　　開 

広  告  主 

広  告  主 

広  告  主 

第２部門 

第２部門 

第２部門 

第4部門 

第4部門 

ハーゲンダッツ／ヘーゼルナッツ 

三洋電機充電池「enelooｐ」 

コーチ・ジャパン65th anniversary 

TSUBAKI 
オキシライド有人飛行プロジェクト  
成功記念イベント 

東急渋谷駅Ｂ2

車体広告 

車体広告 

東京メトロ表参道駅 

東京駅丸の内北口臨時広告 

ハーゲンダッツジャパン株式会社 
 三洋電機株式会社 
 

コーチ・ジャパン株式会社 

株式会社資生堂 
 松下電器産業株式会社 

コーチ・ジャパン 65th anniversary 広告主：コーチ・ジャパン譁

第
５
回
東
京
屋
外
広
告
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
決
ま
る

第
５
回
東
京
屋
外
広
告
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
平
成
１９
年
３
月
９
日
貊
東
商
ス
カ
イ

ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
受
賞
作
品
の
う
ち
交
通
広
告
関
係
で
は
、
東
京
都
知
事

賞
に
車
体
広
告
を
展
開
し
た
「
三
洋
電
機
充
電
池
ｅ
ｎ
ｅ
ｌ
ｏ
ｏ
ｐ
」（
広
告
主
三
洋
電
機
譁
）、

東
京
屋
外
広
告
協
会
会
長
賞
に
東
京
駅
丸
の
内
北
口
で
展
開
し
た
「
オ
キ
シ
ラ
イ
ド
友
人
飛

行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功
記
念
イ
ベ
ン
ト
」（
広
告
主
松
下
電
器
産
業
譁
）、
車
体
広
告
を
展

開
し
た「
コ
ー
チ
・
ジ
ャ
パ
ン
６５
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａｒ
ｙ
」（
広
告
主
コ
ー
チ
・
ジ
ャ
パ
ン
譁
）

が
選
ば
れ
た
。

三洋電機充電池｢eneloop」 広告主：三洋電機譁

第四部門：車体利用広告

東京都知事賞

東京商工会議所会頭賞



を
記
念
し
て
期
間
限
定
の
Ａ
Ｄ
ト
レ
イ
ン

が
販
売
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
メ
デ
ィ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
か
Ｊ
企
交
媒
局
車
両
メ
デ
ィ
ア

部
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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現在使用されている【205系】

Ｊ
企
は「
横
浜
駅
／
中
央
地
下
道
・
北
口

改
札
内
・
南
口
改
札
内
」「
信
濃
町
駅
／
本

屋
口
」「
高
円
寺

駅
／
快
速
ホ
ー

ム
・
緩
行
ホ
ー
ム
」

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
開

発
の
販
売
概
要
を

３
月
１４
日
貉
に
発

表
し
た
。

契
約
期
間
は
１

年
、
契
約
期
間
中

の
内
容
変
更
は
原

則
と
し
て
で
き
な

い
。
申
込
締
切
は

「
横
浜
駅
」が
４
月

９
日
豺
、「
信
濃

町
駅
」「
高
円
寺
」

が
３
月
３０
日
貊
と

な
っ
て
い
る
。

媒
体
サ
イ
ズ
、

設
置
箇
所
、
広
告

料
金
に
つ
い
て
は
、

交
通
媒
体
シ
ス
テ

ム
の
メ
デ
ィ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

「
横
浜
駅
」に
関

し
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
使
っ
た
商
品
な

ど
中
央
地
下
道
の

新
規
開
発
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
発
売
！

【Ｅ331系】に採用された連接台車

次
世
代
の
通
勤
電
車
を
目
指
し
て
開
発

さ
れ
た
新
型
車
両
Ｅ
３
３
１
系
が
、
３
月

１８
日
豸
の
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
京
葉
線
東
京

〜
蘇
我
間
で
営
業
運
転
が
開
始
さ
れ
た
。

Ｅ
３
３
１
系
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
、
１

編
成
１４
両
、
連
節
構
造
を
取
り
入
れ
て
台

車
数
を
減
ら
し
乗
り
心
地
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
ほ
か
、
床
面
高
さ
も
Ｅ
２
３
３
系

と
同
じ
で
ホ
ー
ム
と
の
段
差
を
縮
め
る
等

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

京
葉
線
で
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
２
０
５

系
、２
０
１
系
と
乗
車
位
置
が
異
な
る
た
め
、

当
面
は
土
曜
日
・
休
日
の
み
の
運
転
と
な
る
。

京
葉
線
Ｅ
３
３
１
系
営
業
運
転
開
始

京
葉
線
で
新
型
車
両

Ｅ
３
３
１
系
営
業
運
転
開
始
！

営業運転が開始された【Ｅ331系】
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（02）北口改札内 

東海道上り 
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横須賀線 
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券
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東海道上り 
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改札口 横須賀線 

業務掲示 

東急線 
みなとみらい線へ 
 

東急線 
みなとみらい線へ 

 

（03）中央地下道 

（03）中央地下道 

（04）南口改札内 
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横 浜 駅  

柱
周
り
を
含
め
多
彩
な
商
品
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。

詳
細
は
Ｊ
企
交
媒
局
サ
イ
ン
ボ
ー
ド

部
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



駅
構
内
で
作
業
を
行
う
責
任
者
に
対
す

る「
安
全
講
習
会
」が

東
京
メ
デ

ア
・

サ

ビ
ス
設
備
管
理
部
安
全
指
導
課
の
主

催
で

２
月
８
日
貅

２
月
１３
日
貂

２
月

１６
日
貊
の
３
日
間
に
わ
た
り

受
講
者
は

１
２
０
０
人
を
超
え
池
袋
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１２
階
第
１
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た

こ
れ
は
広
告
会
社
関
係
の
社
員
も
含

め

現
場
作
業
で
の
安
全
確
認
の
励
行

チ

ク
体
制
の
徹
底
を
行
い
安
全
作
業
及

び
事
故
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

安
全
講
習
会
で

最
近
の
事
故
事
例
を
取

り
上
げ
安
全
へ
の
認
識
を
深
め
て
い
た
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線
路
近
接
作
業
を
行
う
２２
社
を
対
象
に

し
た「
登
録
２２
社
事
故
防
止
会
議
」が
４
月

２５
日
貉
１４
時
か
ら
東
京
・
池
袋
の
東
京
メ
デ

ア
・
サ

ビ
ス
本
社
会
議
室
で
行
わ
れ
る

こ
れ
は
安
全
作
業
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
と
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て

実
際
に

作
業
を
行
う
２２
社
の
各
担
当
者
を
対
象
に

し
て
開
催
さ
れ
る

会
員
名
簿
変
更

・
社
名
変
更
（
４
月
１
日
付
）

（
新
）
譁
メ
ト
ロ
ア
ド
エ

ジ

ン
シ

（
前
）
譁
メ
ト
ロ
コ
マ

ス

〒
１
０
５
―

０
０
０

東
京
都
港
区
西
新
橋
１
―

６
―

２１

Ｎ
Ｂ
Ｆ
虎
ノ
門
ビ
ル
４
階

電
 
話
 
０
３

３

―

５
５
０
１
―

７
８
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
 
０
３
―

３
５
９
３
―

６
１
５
０

・
所
在
地
の
み
変
更

譁
虹
 
栄
（
３
月
５
日
付
）

〒
１
６
０
―

０
０
２
３

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１
―

１９
―

５

第
二
明
宝
ビ
ル
８
階

譁
星
広
告
（
２
月
２２
日
付
）

〒
２
７
７
―

０
０
１
１

千
葉
県
柏
市
東
上
町
６
―

３１

協
立
広
告
譁
（
３
月
１９
日
付
）

〒
１
６
０
―

０
０
０
７

東
京
都
新
宿
区
荒
木
町
１３
―

８
協
立
ビ
ル

※
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
３
社
共

変
更
な
し

東
日
本
鉄
道
東
京
広
告
会
は

第
４
回

の
理
事
会
を
平
成
１９
年
３
月
８
日
貅
１４
時

００
分
か
ら
Ｊ
Ｒ
企
画
の
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た

理
事
会
で
の
主
な
議
題
と
し
て

１
平
成
１８
年
度
収
支
見
込
に
つ
い
て

２
平
成
１９
年
度
予
算
に
つ
い
て

３
第
４
回
定
期
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

４
第
４
回
定
期
総
会
に
提
出
す
る
議
案
資

料
に
つ
い
て

５
第
４
回
定
期
総
会
及
び
懇
親
会
の
概
要

に
つ
い
て

６
第
３
回
東
広
会
セ
ミ
ナ

の
開
催
に
つ

い
て

７
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た

報
告
事
項
で
は

①
入
会
・
退
会
状
況
に
つ
い
て

②
第
６
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

③
理
事
会
議
事
録

が
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ
た

広
告
関
係
の
作
業

特
に
広
告
意
匠
交

換
等
に
携
わ

て
い
る
工
事
管
理
者（
含
む

工
事
指
揮
者
）及
び
列
車
見
張
員
を
対
象
と

し
た

安
全
確
保
の
た
め
の
実
車
訓
練
が

２
月
２８
日
貉
東
大
宮
訓
練
セ
ン
タ

で
行

わ
れ
た

現
地
で
の
訓
練
は
実
践
現
場
点
呼
か
ら

は
じ
ま
り

実
際
に
電
車
を
走
ら
せ
て
の

列
車
防
護

広
告
事
故
を
想
定
し

発
炎

筒
を
使

て
電
車
を
緊
急
停
止
さ
せ
る
な

ど
本
番
さ
な
が
ら
の
実
車
訓
練
を
体
験

し

安
全
確
保
に
必
要
な
知
識
を
学
ん
だ

「
実
車
訓
練
を
体
験
す
る
」

列
車
防
護
の
知
識
の
向
上
を
目
指
し

東
広
会
１８
年
度「
第
４
回
理
事
会
」を
開
催第4回理事会（３月８日開催）

実車で訓練を体験

熱心に説明に耳を傾ける受講者

平
成
18
年
度
第
2
回
「
作
業
責
任
者

安
全
講
習
会
」
開
催
さ
れ
る

平
成
19
年
度
第
1
回
「
登
録
22
社

事
故
防
止
会
議
」
開
催
（
4
月
25
日
）




